
 

2017 年 6 月 6 日 

 

一般社団法人 GOLD 日本委員会 

2017 年度 第 1 回通常理事会議事録 

 

開催日時： 2017 年 6 月 6 日（火） 18：00～19：00 

開催場所： 東京ガーデンパレス 会議室 3 階「桂」 

出席理事： 一ノ瀬正和、今村 聡、植木 純、木田厚瑞、木村 弘、瀬山邦明、長瀬隆英、西村正治、 

 橋本 修、福地義之助、三嶋理晃 （敬称略、五十音順） 

出席監事： 工藤翔二 

事 務 局： 本岡、西山、荻山 

 

１．開会宣言 

長瀬代表理事より、定款第 37 条に規定する定足数（12 名中 7 名以上）を満たす 11 名の理事の出席があり、

理事会が成立することの報告があり、開会宣言がなされた。議長は、定款第 36 条の規定に基づき長瀬代表

理事が務めることとなった。 

 

２．議案審議 

第 1 号議案： 2016 年度事業報告承認・決算承認・監査報告 

１．2016 年度の事業報告書および決算報告書について事務局より説明が行われ、承認された。 

  資料： 事業報告書、事業報告の附属明細書、決算報告書 

  

２．工藤監事より、業務および経費内容が妥当であるとの監査結果が報告された。 

  資料： 監査報告書 

 

第 2 号議案: 新しい賛助会員の設定について 

長瀬代表理事より第 2 号議案について説明があり、原案をもとに以下の議論がなされ、合意がなされた。 

・ 一ノ瀬理事より、賛助会員の上位区分の設置については、会員獲得が難しいと思われるため、呼吸器財

団などの団体に協力を仰ぐのが良いのではないかと意見があった。 

・ 三嶋理事より、GOLD 日本委員会の事業は大変重要なため呼吸器財団としても財政が整ったらサポート

していきたいと思う。また、先に報告があった 3-3.各自治体の COPD 啓発取り組みの調査・検証の事業で

アンケート回答率が 20％というのは、問題があるため、（自治体健康政策担当者の）意識を高めるために

も全国の自治体へ遠隔教育などを行うシステムを考えてはどうかと意見があった。 

・ 西村理事より、健康日本 21（第二次）の推進専門委員会が開催され、COPD の認知率の目標について今

後の方向性についての議論がなされた旨の報告があった。 

・ 今村理事より、COPD の認知率の目標は、国だけでなく都道府県にも同様に課せられているが、県のレベ

ルで目標に入れず、認識がないところがある。そのため、医師会から県医師会に対して県に働きかけて、

県の目標に入れるように依頼している。健康日本 21（第二次）の推進専門委員会の議論の中でも厚生労

働省が県に対してちゃんというべきだという意見があった。 

・ 工藤監事より、都道府県の健康増進計画に COPD の認知率について書かれていないのは、そこまで手が



 

回らないなど何か意図があって書かれていない可能性があるかもしれないので、その県にアプローチして

みるのも良い。何れにしても県が目標をたてないと、自治体レベルで個々のアプローチは数が多いので

難しいとの意見があった。 

・ 橋本理事より、GOLD 日本委員会の他の団体と違い重要な点は、医療現場に近い人たちに対してのアプ

ローチをしているということで、認知率の向上も重要だが、医師の診断率が上がらなければ意味がなく、診

断率が上がれば効果も出てくるため、行政などへ啓発しアプローチするストラテジーを考えていくことが今

後の課題という意見があった。 

・ 福地名誉会長より、会員特典について GOLD 日本委員会の事業における最優先の権利を付与する旨の

提案があった。 

 

３．報告事項 

2017 年度活動進捗報告 

１. 2.啓発事業 2-2.日本 COPD サミットの開催について、主催 3 団体で日程調整し、開催日を決定したこと

のほか、プログラム案が提示され。 

２. 2.啓発事業 2-3.関連学会へのブース出展について、2017 年 4 月 21～23 日に開催された第 57 回日本

呼吸器学会学術講演会における出展報告が行われた。今後も関連学会に随時参加する方針。 

３. 3.啓発支援事業 その他の活動：港区 COPD 講演会の後援について、2015 年度より引き続き、港区みな

と保健所の COPD 啓発イベントに対して後援し、協力することが報告された。 

５. 4.調査研究事業 4-1.COPD 早期診断につながる疫学研究プロジェクトの実施について、データ入力が

継続されていることが報告された。 

 

2017 年度収支予算（中間報告） 

2017 年度収支予算の中間報告が行われた。 

 

2017 年度の事業活動進捗および収支予算（中間報告）の報告を受け、以下の意見があった。 

・ 今村理事より、公益財団法人日本対がん協会が米グローバルブリッジと提携し行っている「禁煙支援プロ

ジェクト」の助成金公募について、当法人での応募が提案された。 

 

４．その他 

今後のスケジュール 

2017 年度定時社員総会を 6 月 26 日（月）18 時 00 分から開催することが確認された。 

 

５．閉会宣言 

議長により 2017 年度第 1 回通常理事会が終了したことが宣言され、閉会した。 

 

     署名人  代表理事 長瀬 隆英 ㊞ 

 

           監事  工藤 翔二   ㊞ 


